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平成 29年５月定例記者会見 

【４月 28日(金) 午前 11時 30分 ４階特別会議室】 

 

会見項目 

１ 崎山貝塚縄文の森ミュージアム ゴールデンウィーク企画「じょうもんワクワク・ 

ドキドキ体験！」について                     （文化課） 

２ 平成２９年度宮古市消防団大演習について           （消防対策課） 

３ 堺市 文化芸術による被災地支援事業「大阪交響楽団演奏会」について （文化課） 

 

会見内容 

 別紙資料１～３のとおり 

 

記者との質疑 

岩手日報記者 

  昨年７月に開館した縄文の森ミュージアム。３月末までの来館者数はどれくらい

か、見込みどおりかどうかも併せて教えてください。 

市長 

  入場者数は約 7,000人で、体験学習は二千数百人。合わせて１万人弱といったと

ころです。年間 18,000人を見込んでいましたので、ほぼ見込みどおりです。 

 

岩手日報記者 

  復興大臣が宮古に来るそうですが、新大臣に何か伝えたいことはございますか。 

市長 

  復興がまだ終わっていないこと、そして、国は最後まで被災者に寄り添うと言っ

ていますので、その言葉どおりに最後まで被災地に国の支援を続けてほしいという

ことをお話ししたいです。 

 

ＩＢＣ記者 

  復興大臣が短い期間で交代している状況ですが、要望を伝えるにあたって、でき

ればもっと長い期間勤めてほしいという思いはありますか。 

市長 

  何事もそうだとは思いますが、ある程度の期間しっかりと腰を据えて取り組んで

いただきたいという思いはあります。 
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資料１ 崎山貝塚縄文の森ミュージアム ゴールデンウィーク企画 

    「じょうもんワクワク・ドキドキ体験！」について 
 

趣旨・ 

目的 

昨年７月にオープンした崎山貝塚縄文の森ミュージアムが、初めて行う

５月の大型連休企画。 

大型連休に合わせて、崎山貝塚縄文の森ミュージアムへの来館を促し、

市民や観光客に楽しんでもらうために、特別縄文体験を実施する。 

 

日時 ５月３日(水)～５月７日(日) 

時間は、各日とも、午前は９時から正午、午後は１時から４時 

 

場所 崎山貝塚縄文の森ミュージアム（縄文体験広場・縄文の森公園） 

 

主催 市教育委員会 文化課 

 

内容 企画①「火おこし体験・弓矢体験の無料デー」 

通常は有料（１００円）のところを日替わりで無料とする。 

・火おこし無料体験・・・３日(水)、５日(金)、７日(日) 

    ・弓矢無料体験・・・・・４日(木)、６日(土) 

企画②「丸木舟で縄文フィッシングゲーム」 

    ３日(水)から７日(日)まで、毎日実施。 

    陸の上に復元した丸木舟の中から、鹿の角で作った釣針を使っ

て、魚や貝などが印刷されたパネルを釣り上げるゲーム。 

 

※ 企画①、②とも、得点やタイムを記載した「記録カード」を、体験記念

としてプレゼント。 

特記事項 ◎弓矢無料体験は雨天の場合は中止（火おこし無料体験に変更） 

◎ミュージアムは連休の間も開館中（月曜日除く） 

 

問い合せ 市教育委員会文化課学芸係（☎６５－７５２６） 

（崎山貝塚縄文の森ミュージアム） 
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資料２ 平成２９年度宮古市消防団大演習について 

 

趣旨・ 

目的 

宮古市消防団は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という地域連帯意

識のもと、活動している。 

日頃の訓練の成果を市民の皆様に披露し、市民の防災意識の普及啓発と

地域防災体制の強化を図るため、宮古市消防団大演習を挙行する。 

 

日時 ６月４日（日） 午前８時から午後０時３０分まで 

 

場所 小山田合同資源敷地 

閉伊川河川緑地公園 

 

主催 宮古市、宮古市消防団 

 

内容 ◎宮古市消防団全４５分団が参加。参加者数は約１，１００人。 

◎小山田合同資源敷地において、開会行事、表彰式、観閲、点検、訓練及

び分列行進を行う。 

閉伊川河川緑地公園では、消防ポンプ自動車４５台による放水訓練。 

放水訓練後は、小山田合同資源敷地に戻り、閉会行事を行う。 

 

特記事項 ◎前回参加者は、１，０８９人。 

 

問い合せ 宮古市危機管理監 消防対策課 消防係（☎６２－５５３３） 
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資料３ 堺市 文化芸術による被災地支援事業「大阪交響楽団演奏 

会」について 

 

趣旨・ 

目的 

 大阪府堺市による被災地支援事業として「大阪交響楽団演奏会」を開催

する。 

東日本大震災被災地の復興支援を目的に行うものであり、平成２７年６

月に続き２回目の開催となる。 

 

日時 ７月１日(土) 午後２時～４時 

 

場所 宮古市民文化会館 大ホール 

 

主催 主催：堺市・宮古市・宮古市教育委員会 

特定非営利活動法人いわてアートサポートセンター(市民文化会館指定管理者) 

協力 ：いわてフィルハーモニー・オーケストラ 

内容 大阪交響楽団が、「堺シティオペラ」「野間
の ま

バレエ団」「いわてフィルハー

モニー・オーケストラ」との共演により、多彩で華やかな、迫力あるステ

ージを繰り広げる。 

◎出演 

 指揮：柴田真
ま

郁
いく

（大阪交響楽団） 

寺崎 巖
いわお

（いわてフィルハーモニー･オーケストラ代表･宮古市民文化会館芸術監督） 

 演奏：大阪交響楽団 

共演：堺シティオペラ 野間
の ま

バレエ団 

いわてフィルハーモニー・オーケストラ 

    ※宮古市内ヴァイオリン教室の児童生徒との共演を予定 

特記事項 ◎入場料は無料（入場整理券あり。すべて自由席） 

◎公演前日の６月３０日(金)には、市内小学校児童を対象に、同楽団による

学校鑑賞事業を実施 

◎広報６月１日号にチラシを折り込み予定 

問い合せ 市教育委員会文化課文化係（☎６５－７５２６） 

 

 


